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平 成24 年2 月１６日　　荻 窪中学 校学校運 営協議 会発 行

■ 会 長　 徳田 達介

平成21 年10 月１日にスタートした荻窪中学校学校運営協議会は2 期目(1 期は2年間です)に入りました。

石川委員､ 荒木委員の両委員が1 期で勇退され､2期目から猪鼻､石井 の両氏が委員 に就任さ れました。よろ

しくお願いいたします。

学校運営協議会をコミ ュニティ･スクールの略でＣ.Sとも言います。1期目は先進校の視察などＣ.Sにつ

いて毎月１回の開催で学習してきました。基本にあるのは学校を知り､荻窪中学校の地域応援団になるこ

とです。1期目の2 年間でＣ.Sの目指すところに向かって進んで行く方向が見えてきました。

Ｃ.Sの開催は校長や委員の都合の良い日を選び､毎月1 回､夕方(５時)から開催されます。原則は公開です。

ぜひおでかけください。開催日については､事務局(池谷副校長)にお尋ねください。

■ 校 長　 小松 崎 浩

荻窪中学校がＣ.Sとしてスタートし､2 年の月日が流れました。9月をもって退任された石川委員､荒木委員

のお二人には､Ｃ.Sとしての礎を築いていただき､誠にありがとうございました。心から感謝申しあげます。

また､新しく委員に加わっていただいた､猪鼻委員､石井委員 のお二人には､新しい地域の風を吹き込 んで

いただきたく思っています。どうぞよろしくお願いいたします。

平成24 年度からは､新しい学習指導要領も完全実施され､荻窪中学校もいろいろな意味で変革の時を迎

えています。｢地域と共に夢をはぐくみ､地域と共に成長していく学校｣を創造するためには､地域の皆様の

お力が必要です。 Ｃ.Sも3 年目､第2 期を迎えますが､さらにその必要性は高くなっていきます。どうぞよろ

しくお願いいたします。

学校の横を流れる善福寺川の清流と共 に､荻窪中学校の教育 の清らかな流れを絶やさぬよう､Ｃ.Sとし

ての活動を続けていく思いです。｢ゆく河 の流れは絶えずして､しかも､もとの水にあらず｣と古人が述べ

ているように‥‥･。

ﾖﾖﾖ 新 委 員 の 紹 介

■ 猪鼻 徳 壽

西荻窪生まれ西荻窪育ち

井荻小学校､荻窪中学校､ 都

立荻窪高 校､明治大学 商学部

卒業後に父親の経営しており

ました伊勢屋美術に入り、いつの間にやら40 年 の

歳月が過ぎてしまい ました。

約35 年程前より商店会活動に従事､西荻窪のイベ

ント｢ハロー西荻｣の立ち上げに参加し｡｢六童子｣｢六

地蔵｣を設置など。現在は西荻窪商店会連合会会長

として活動しております。荻中という青春の船の乗

組員としてお手伝いができたらと考えておりますＯ

■ 石 井 喜 文

やはり猪鼻先輩と同じく

生粋の 西゙荻っ子､､です♪

我が母校荻窪中学をもっと

元気に！そしてもっと夢ある

学校にしたい！素直で ステキな 中学生と素晴らし

い先生方と手と手をつなぎ､地域に愛さ れなくて

はならない魅力ある学校へと築きあげていけたら

いいな…なんて考えております。

なによりも大切なのは「荻中愛」！

ガンバリます。



ﾖﾖﾖ活動報告

学芸発表会に参加して

力強い校歌の全校合唱で始まった合唱コンクー

ルは､各学年･クラスとも練習の成果を余すところ

なく発揮した素晴らしいものでした。私は時間の都

合で1･2 年生のみを鑑賞させていただきましたが、

1年生はクラスの人数が少ないにもかかわらず､だ

からこそなのか皆が大きな声で､本当に立派に歌い

上げ､もう今から三年後が楽しみです｡2年生は大舞

台2 回目の余裕も感じられる歌声を披露してくれま

した。クラスの団結力と先生方の熱心なご指導の

成果が感じられた学芸発表会。来年はぜひとも地域

の皆様にもご鑑賞いただきたいと思います。(清水)

施 設 点 検 報 告

９月28 日( 水)､ 学校 施 設･設 備 の安 全点 検を 実施

し まし た。各 教室を 含 めた校舎 内､ 校庭 等を視 察し、

安 全面や 利便 性を 考慮し て改 善し た箇所､ ま た現在

問 題 にな って いる 箇所 に つい て の説 明を 校長 から

伺 い まし た｡そ の 後の 協議 会で 討 議し､ 早 急に 改善

し た方 が良 いも のに ついて は｢ 平成24 年 度要 望書｣

と して 行政 に提出 いたし まし た。施 設点 検につ いて

は 保 護者や 地 域の 方 から の意 見等 も 参考 にし な が

ら 今後も 実施して いく 予定で す。(高橋)

研 修 報 告

｢ 地 域 と と も に あ る 学 校 づ く り( 横 浜 会 場) 』

11 月17 日(木)､ 地域 ととも にある 学校づ くり 推進

協 議会( 横浜会 場) に３名参 加し まし た。

■｢ 地域 ととも にある 学校｣ がめざ す学 校像

学校 と地 域 の人 々( 保 護者･ 地 域･ 住 民等) が 目 標を

共 有し､ 一 体と なっ て地 域の 子ども た ちを はぐ くん

で いく こ とは､ 子ど も の豊か な育 ちを 確保 する とと

も に､ そ こ に関 わる 大 人た ち の成 長も 促 し､ ひい て

は地 域の 絆を 強め､ 地域 づく りの 担い 手を 育て て行

く こと に繋が る⇒学校､ 家庭､ 地域に好 循環を 生 む。

■ 上記 の実現 のた めに求め られ ているこ と。

①熟 議(熟慮 と議論)

学 校と 地 域 の 人々 が､ み んな で よ く 考え 話 し

合っ ていくこ と。

②協 働

同じ目 標に向か って一緒 にな って活動 すること。

③学 校のマ ネージ メント

校長 を中 心に人 をつな ぎ､学 校の組 織とし ての

力 を上手 く引き出 すこ と。

■ コミ ュニ ティ･ ス ク ールは 地域 とと もにあ る 学校

づ く りを 進 める 上 で の有 効な ツ ール とし て 期待 さ

れてい ます。( 金子)

退任委員より ひとこと

退 任 の ごあ いさ つ　　　　 荒木　 淳

この度､２年の任期が終わり退任させていただきました。在任中は､学校はじめ地域の皆様に大変お世話に

なりました。ありがとうございました。創立以来お世話になっております土曜学校､今回の委員を通じまして

感じましたことは､この地域には､多数の優秀な卒業生､また､この方々を通じて学校を支えてきた地域の方々

がいらっしゃるということです。どうかこれからも､荻中のもっている強く活力ある校風を､新しく変わって

いく時代に伝え行くことにお力添えいただくことをお願いして､ご挨拶とさせていただきます。

追　 憶　　　　 石 川　 寛

今から25 年前､奈良京都方面への修学旅行で生徒を引率して行った時のことである。｢先生の所の生徒はん

はマナーがよくて友達同士が仲良し､しかも不自由な生徒はんたちの面倒をよく見はる､とても優しい良い生

徒はんたちどすな一。｣と真剣な眼で語ってくれた旅館の女将の言葉である。その顔は営業上の単なる社交挨

拶ではなく真摯な言葉であることがはっきり察知できた。とても嬉しかった｡教師の冥利に尽きる思いで一杯

であった。そのことが今も印象深く未だに残っている。

さて､それでは女将の目に映った生徒たちの姿とは何であったのだろう。教師が平素から情熱を傾注して指

導してくれたその成果の表れであろうと思ったのであるが､待てよ､そればかりではないぞと､反すうしてみ

た｡ここに至るまでのいろいろな道のりや､糧を忘れてはならないだろう。つまり､当然ながら幼少から育ては

ぐくんできた親､そして幼､小､中学校の教師の直向きな指導､さらに恵まれた地域の教育環境､それ等が複合的

にうまく融合しあってできあがったものに違いないと。これが荻中のよき伝統として今日に繋がっているも

のだと思う。どの機能もうまく噛み合っていかないとよい結果は生じないが､その点荻中は非常に恵まれてい

ると思う。よい伝統は放棄しないでいつまでも大切に継続してもらいたい。
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